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2025年１月期第２四半期（累計）および通期連結業績予想の修正（上方）に関するお知らせ 

  

最近の動向を踏まえ、2024年３月８日に公表いたしました 2025年１月期の第２四半期（累計）および

通期連結業績予想を下記の通り上方修正しましたので、お知らせいたします。 

記 

  

１．2025年１月期第２四半期（累計）（2024年２月１日～2024年７月 31日）連結業績予想数値の修正 

  

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

円  銭 

－ 

今回修正予想(B) 5,500 100 150 100 11.29 

増減額（B-A） － － － －  

増減率(％) － － － －  

(ご参考)前期実績 

(2024年１月期上期) 
3,328 △61 △9 △28 △3.23 

 

２．2025年１月期通期（2024年２月１日～2025年１月 31日）連結業績予想数値の修正 

  

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 

百万円 

10,000 

百万円 

420 

百万円 

520 

百万円 

350 

円  銭 

39.50 

今回修正予想(B) 11,000 500 600 400 45.14 

増減額（B-A） 1,000 80 80 50  

増減率(％) 10.0 19.0 15.4 14.3  

(ご参考)前期実績 

(2024年１月期) 
9,394 246 407 231 26.08 

 



３．修正の理由 

当第１四半期連結会計期間においては、プラント解体の豊富な工事需要を背景に、受注状況は過去最高

水準で推移しており、引き合いの状況においても高い水準で推移しております。 

当第１四半期は期首より、潤沢な受注残高がある状況で工事を進めており、さらに売上規模拡大を目指

した積極的な新規営業活動により電力、石油・石油化学の分野において新規客先の獲得が進んでおります。

また、前連結会計年度に受注した大型工事が想定を上回るペースで順調に進捗していることなどを踏ま

え、売上高は当初の業績予想を上回って着地する予定であります。 

最重要課題である人材（工事監督）の採用も、17 名の採用目標に対して、発表日現在時点で 9 名の採

用を達成するなど、積極的な採用活動の成果がでており、その結果、工事の計画や施工管理をサポートす

る工事サポート部隊の増員により、好調な受注環境において、工事受注の下支えが図られ、さらなる売上

規模拡大のための体制整備も順調に進んでおります。 

利益面におきましては、旧経営体制からの脱却に伴う体制変更時に受注した不採算工事において、清算

として工事損失の計上を行った為、一時的に利益額が減少しておりますが、当社の強みでもあるスクラッ

プ取引において、工事中盤から終盤にかけてスクラップの搬出と共に利益額が大きく上振れる予定であ

り、利益の押し上げに寄与し、各段階利益においても業績予想を上回って着地する予定であります。 

新しい受注体制の発足以後は、高い利益率での受注獲得を実施しており、今後は安定した利益が確保で

きる見込みであります。 

上記の結果を踏まえ、2025 年１月期通期の売上高を 1,000 百万円（10.0％）、営業利益を 80 百万円

（19.0％）、経常利益を 80百万円（15.4％）、親会社に帰属する当期純利益を 50百万円（14.3％）上方修

正することといたしました。 

なお、当社は年次での業績管理を行っており、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略してお

りましたが、通期連結業績予想の精査にあたり将来予測情報の合理的な算出が可能となったと判断し、

2025年１月期第２四半期（累計）の連結業績予想数値を公表することといたしました。 

 

今後についても、安定した利益が見込める大型の工事受注の獲得や原価管理の徹底、それに伴う人員の

確保等を積極的に進めてまいります。 

また、受注残高は最高水準となっており、引き続きさらなる工事の受注獲得を進め、売上規模拡大によ

る利益の安定化を図るとともに、施工人員の積極的な採用、ＡＩを含めたＩＴ技術の活用による見積りや

工事原価管理の精度向上を図り、脱炭素アクションプランに掲げた 2026 年１月期の売上高 12,000 百万

円、営業利益 1,200百万円達成に向けて着実に事業を推進してまいります。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


